
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
係
る
認
定
訓
練
助
成
事
業
費
補
助
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
五
の
四

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
第

百
二
十
三
条
に
規
定
す
る
事
業
主
等
が
行
う
認
定
訓
練
の
実
施
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備
で
あ
つ
て
、
令
和
八

年
熊
本
地
震
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
も
の
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
に
関
す
る
認
定
訓
練
助
成
事
業

費
補
助
金
の
交
付
に
係
る
同
条
の
規
定
の
令
和
八
年
度
に
お
け
る
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
二
分
の
一
」

と
あ
る
の
は
「
三
分
の
二
」
と
、「
三
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
二
分
の
一
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
施
設
又
は

設
備
の
設
置
又
は
整
備
に
要
す
る
経
費
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た

施
設
又
は
設
備
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
」
と
す
る
。

（
新
設
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

予
防
接
種
実
施
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
接
種
の
方
法
）

（
接
種
の
方
法
）

第
二
十
五
条

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
定
期
の
予
防
接
種
は
、
毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
定
期
の
予
防
接
種
は
、
毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

一

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｃ
ｏ
Ｖ

２
）
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
令
和
五
年
八
月
二
日
に
医
薬
品
医

療
機
器
等
法
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｃ
ｏ
Ｖ

２
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
Ｘ
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
抗
原
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
に
限
る
。）を
一
回
筋
肉
内
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、接
種
量
は
、

〇
・
六
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
方
法

一

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｃ
ｏ
Ｖ

２
）
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
令
和
六
年
五
月
二
十
九
日
に
医
薬

品
医
療
機
器
等
法
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｃ
ｏ
Ｖ

２
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
Ｘ
Ｆ
Ｇ
に
対
す
る
抗
原
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
に
限
る
。）を
充
填
済
シ
リ
ン
ジ
に
よ
り
一
回
筋
肉
内
に
注

射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇
・
三
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
方
法

二

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｃ
ｏ
Ｖ

２
）
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
令
和
六
年
五
月
二
十
九
日
に
医
薬

品
医
療
機
器
等
法
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｃ
ｏ
Ｖ

２
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
Ｌ
Ｐ
．
８
．
１
に
対
す
る
抗
原
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
に
限
る
。）を
充
填
済
シ
リ
ン
ジ
剤
に
よ
り
一
回
筋

肉
内
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇
・
三
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
方
法

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
他
の
省
令
の
廃
止
）

第
四
条

次
に
掲
げ
る
省
令
は
、
廃
止
す
る
。

一

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
医
療
機
関
等
情
報
化
補
助
業
務
に
係
る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
（
令
和
元
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）

二

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
医
療
機
関
等
情
報
化
補
助
業
務
に
係
る
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
令
和
元
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
五
号
）

三

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
支
払
基
金
連
結
情
報
提
供
業
務
に
係
る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
五
号
）

四

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
支
払
基
金
連
結
情
報
提
供
業
務
に
係
る
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
八
号
）

五

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
支
払
基
金
電
子
処
方
箋
管
理
業
務
に
係
る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
六
号
）

六

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
支
払
基
金
電
子
処
方
箋
管
理
業
務
に
係
る
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
七
号
）

七

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
支
払
基
金
電
子
診
療
録
等
情
報
管
理
業
務
に
係
る
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
令
和
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
号
）

八

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
支
払
基
金
電
子
診
療
録
等
情
報
管
理
業
務
に
係
る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
（
令
和
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
六
号

予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
五
号

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎
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